
・各教科、各学年で宿題の出し方を統一
できるよう工夫する。 奥田

③

学習規律の徹底。
◎学習委員の振り返りカードを用いて、
９０％達成している。(２分前、黙想)
◎プロジェクト終了時に１００％が全ク
ラスで達成できる。

・２分前着席や黙想を学習委員会を中心
に取り組み、学級学年差をなくす。 天春

・学習委員会のプロジェクトを通して学
習規律の意識を高める。 天春

焦点を当てる生徒の共通理解と具体的な
手立てを決めて実行する。
◎ピックアップした生徒に学習支援教室
に参加させることができた。

・各学年で焦点を当てる生徒をピック
アップし、学習支援教室等を開いて学力
支援を行う。

奥田

課題の出し方、取り組ませ方を各教科会
で話し合って徹底する。
◎一覧表を作成できた

・教科会を使って、各教科の課題の出し
方の現状をまとめる。 奥田

②

保護者との連携の継続と変容の把握
◎１１月にアンケートを再実施し、数字
が向上している。

・懇談でフィードバックを行う(ルール
の再確認) 奥田
・学校全体の実態を家庭へ返す 橋本
・１１月にアンケートを実施、変容をま
とめる 奥田

情報モラルの向上
◎全学年で道徳を行った。
◎チャレンジデーの意義とルールを情報
委員⾧を中心に生徒会で考えさせて提案
できた。

・学期に一回道徳等で情報モラルについ
て扱う。 黒田
・チャレンジデーのルールを情報委員⾧
を中心に生徒会で考え提案する。 黒田

11月 12月

①
フォーサイトの意義と学年ごとの目標を
認識させる。
◎学年ごとの目標を設定し、各学年で取
り組んでいる。

・３年間の到達目標を明確にする 奥田
・フォーサイトの見本を作る 奥田

目標
番号 １学期に目標を達成するための活動 活動内容 責任者 8月・９月 10月

平成３１年度岩美中学校（ 学習指導 ）部 ２学期マネジメント
理想とする生徒像  年

間
目
標

① フォーサイトに目標を立てて計画的に学習に取り組める。
② メディア等のルールを決めて守ることができる。

自己管理ができるようになり、学力が向上する生徒 ③ 来年度進級認定で１００点以下の生徒が減少する。


